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アセットマネジメントへの理解と
更なる普及に向けて
文＝渡辺 憲吾 八千代エンジニヤリング株式会社 事業統括本部国内事業部インフラマネジメント部 技術第一課 課長
text by Kengo WATANABE

 　私はこれまで、所属する
八千代エンジニヤリング株式
会社において、橋梁や河川な
ど土木施設を中心とした維持
管理に携わってきました。
2012年の笹子トンネル天井板
崩落事故を契機としたインフ
ラ長寿命化計画策定の流れの
中で、担当する業務において
は、対象とする施設の点検を
行い、変状を見つけて、それ
に対する補修方法を提案し、
概算工事費を算出のうえ、劣
化予測等を織り交ぜながら今

後50年間程度の長寿命化計画
を策定する、といったシンプ
ルな業務内容が多くを占めて
いました。このような長寿命
化計画の策定を目的とした業
務においては、修繕内容と金
額が並んだ計画そのものが発
注者から求められたアウトプ
ットとなりますが、その計画
が果たして発注者、ひいては
納税者や市民の役に立つもの
となっているのか、我々は絵
に描いた餅を作成しているだ
けなのではないか、といった

もやもやした思いがありまし
た。
　そうした中、2017年のJAAM
の設立にあたり、弊社も会員と
して参画させていただいたこと
を契機として、それまで確固た
る知見もなく漠然と使用してい
た「アセットマネジメント」と
いった用語について、正しい知
識を学ぶ機会を得られることと
なりました。
　その後、私は2019年1月に
実施された第3回認定アセッ
トマネージャー国際検定試験
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（CAMA試験）を受験し合格
しました。試験に向けた事前
対 策 講 習 会 に お い てISO 
55000シリーズを学ぶことで、
アセットマネジメントは、単
に施設の長寿命化計画を作成
して公共事業の予算を縮減す
るもの、といった側面だけで
はなく、アセットを保有・管
理する組織がアセットの価値
を実現化する活動全体を指し
ているという概念に触れ、目
から鱗が落ちると共に、これ
までのもやもやが晴れる思い
がしました。従前の長寿命化
計画策定の取組みにあたって
は「コスト」にばかり注目し
ていましたが、アセットマネ
ジメントの概念においてはさ
らに「リスク」と「パフォー
マンス」が加わる。公共施設
の維持管理において留意すべ
きこれらの事項が的確に体系
化されたこのアセットマネジ
メントを、公共施設の維持管
理に取り入れることこそが、
コスト縮減のみならず、アセ
ットの価値を向上し、組織の
質をも高めていくことで、施
設管理者や納税者に寄与する
ものであると理解することが
出来ました。
　一方で、公共施設の維持管
理や行政組織へ本格的にアセ
ットマネジメントを取り入れ
ようとする動きはまだ緩やか
であり、一般的に普及するに
はもうしばらく時間がかかり
そうです。その要因として、
アセットマネジメントの効用
への理解が不足していること
や、アセットマネジメントへ

の認知度がまだまだ低いこと
が考えられます。
　ISO 55000シリーズに基づ
き組織が目標に向かってスパ
イラルアップを繰り返しなが
らアセットの価値を高めてい
くことは、公共施設を適切に
運用することだけに留まらず、
あたかも企業経営と同じよう
な活動であると感じています。
そのような視点に立ったとき、
アセットマネジメントを導入
して公共施設の効率的な維持
管理に挑戦する行政の新しい
取組みは、起業に似ているの
ではないかと思います。
　わが国では欧米に比べて起
業する若者が減ってきている
と言われています。その要因
の一つに、「事業失敗時のリ
スクを考えると踏み出せな
い」や「事業を立ち上げるた
めの具体的な段取りや手続き
が分からない」といったこと
もあるようです。こうしたリ
スクやプロセスが分からない
ことへの不安感は、アセット
マネジメントを導入する際の
障壁とも重なるところがある
と思います。
　起業を志す若者たちは、
MBA（経営学修士）の取得
などを通じて経営やビジネス
の体系を学び、リアルな経営
に生かして挑戦しています。
それは、経営学などの知見が
ビジネスに役立つこと、効用
が得られることを、彼らより
先んじてチャレンジした者た
ちが実践で示しているからで
す。アセットマネジメントも
経営学のように、様々な効用

が得られることを実践的に示
すことが出来れば、普及に弾
みがつくのではないかと考え
ています。そのためには、ア
セットマネジメントを理解す
る人材の育成や施設管理者へ
の認知度の向上を図り、アセ
ットマネジメントの効果や利
点を分かりやすく示して、導
入の障壁となっている不安感
を解消していくことが重要で
あり、その役割を担っている
のがCAMA試験合格者であ
ると思います。特に、私のよ
うに建設コンサルタントに所
属している場合、アセットを
直接保有・管理をしない非ア
セットオーナーの立場として、
業務を通じて施設管理者の行
う維持管理に貢献すると共に、
本質的なアセットマネジメン
トの導入を促していく使命が
あると考えています。
　今後、そのような活動を通
じてアセットマネジメントの
普及を図ることにより、維持
管理に対する取り組みを、こ
れまでの長寿命化計画策定業
務という枠を超えて、真に発
注者、そして納税者の役に立
つものへと昇華させていきた
いと思いますし、それに向け
て自らの能力もスパイラルア
ップさせていかねばならない
と改めて考えています。
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